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HSBC：「2050 年における世界経済」 
 
 

最新の世界経済大国ランキングは、目覚ましいスピードで変化している。同レポートは、以前発表した

「2050 年における世界経済 （World in 2050）」と題したレポートの経済国ランキングの対象国を拡大し、

30-100 位まで明らかにしたものである。同レポートの根底にあるテーマは、我々が今日「新興国」と呼ぶ

国々の経済が、向こう 40 年の間に世界経済の成長を牽引するようになるという点である。 

 

上位 30－100 位の経済国 

 

・世界経済が変動の時代にある中、急速に「新・新興国」への注目が集まっている。 

・人口構造が重要な役割を担うとされるため、アフリカ諸国はついに新興国としての地位を築き始める。 
 
今から一年前の 2011 年 1 月 4 日に「2050 年における世界経済（World in 2050）」を公表した際、我々は

現在の経済大国 40 カ国の中から、2050 年に経済大国上位 30 カ国となる国々を予想した。そして今回

のレポートでは、経済規模による上位 100 カ国のランキングを作成した。対象国が増えたことにより上位

30 カ国の競争率は上がり、また我々は向こう 10 年の間に「新・新興国」となる国に注目した。 

 

同ランキングは、今日の経済発展水準と、先進国に追いつくポテンシャルの有無に関する要因に基づい

て作成され、一人当たり収入、法の支配、社会的平等（民主制）などの基盤となる情報により将来の GDP

予想を分析した。政策立案者は、戦争回避や世界の貿易・資本への開放的立場の存続など、新興国経

済のリスク懸念に継続して対応していくと我々は想定している。もちろん我々の強気な予想は全て予想通

りになるとは限らない。以下に重要なポイントをまとめた。 

 

・フィリピンの成長は目覚ましく、前回の 27 位から 16 位に上昇する。 

 

・ペルーは向こう 40 年間、継続して 5.5％成長を達成し、20 位上昇し 26 位となる。中米諸国の中ではチ

リも同じく高成長が期待される。 

 

・大規模な人口変化が起こる。2050 年にはナイジェリアの人口は米国と同水準に達し、エチオピアは英

国とドイツの 2 倍の人口に達する。多くのアフリカ諸国の人口は倍増すると予想される。またパキスタン

は世界第 6 位の人口に達し、一人当たりＧＤＰ成長率から判断すると比較的貧しいものの、人口増加の

ために劇的な経済成長が予想される。 
 
・対照的に日本の労働人口は 37％縮小し、ロシアも同じく 31％の縮小となる。欧州諸国も同じく、債務危

機問題等により、ドイツは 29％、ポルトガルは 24％、イタリアは 23％、スペインは 11％縮小する。 

 

・成長率を左右するのは人口問題だけではない。ウクライナは教育システムと法規範により、人口は 4,500

万人から 3,600 万人に減少するにも関わらず、19 位上昇し 40 位となる。 

 

・我々は上位 100 位を 3 つのカテゴリに分類した。 

1) 高成長型  －年平均成長率 5％以上 

2) 成長型    －年平均成長率 3-5％以上 

3) 安定型      －年平均成長率 3％以下 

 

・1)の高成長型には 26 カ国が分類された。同諸国は発展の水準は低いが、基礎部分（ファンダメンタル）

の改善においては目覚ましい成果をあげている。また他国からの技術受け入れに対してもオープンな
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ため、数年間に渡り“コピー・アンド・ペースト”型成長が期待される。同諸国には中国、インド、フィリピ

ン 、マレーシアに加え、バングラデシュ、その他の中央アジアからはウズベキスタン、カザフスタン、トル

クメニスタン、中米からはペルー、エクアドル、中東からはエジプト、ヨルダンが含まれる。 

 

・2)の成長型には 43 諸国が分類された。中米からはブラジル、アルゼンチン、チリ、エルサルバドル、コス

タリカ、ドミニカ共和国、中央・東アジアからはトルコ、ルーマニア、チェコ共和国、また戦争の続くイラク、

イエメンも含まれる。 

 

・アフリカはついに経済新興国として頭角を現し始める。高成長型諸国のうち 5 国がサブ・サハラ諸国とな

り、成長型には 3 国が分類される。 

 

・安定型に分類された諸国のほとんどは現在の先進国である。西洋諸国は、貧困化はしないものの一人

当たり GDP の上昇と人口減少が成長に歯止めをかける。 

 

・上位 30 位国リストには前回から僅かな変化が見られ、構成国は変わっていないが、新たにペルー、フィ

リピン、パキスタンがリストに追加された。パキスタンは人口増加による成長ではなく、自国の繁栄により 3

国の中ではトップに挙がった。 

 

・同調査は前回発表されたレポート結果の確信性をより強化したと言える。実際、上位 30 国に上がった

国のうちの 19 カ国は今日、「新興国」と呼ばれる国々である。今回のアップデートにより、向こう 40 年間

で経済成長を牽引するのは中国やインドだけではないことが明確になった。ナイジェリア、ペルー、フィリ

ピンなど多岐に渡る国々が、今後重要な役割を果たしていくと予想される。 
 
 
世界経済成長率（先進国 VS 新興国） 
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高成長型、成長型 、安定型 国別一覧 
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上位 1－50 位 
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上位 50－100 位 
 

 
 
■当資料の情報は信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、情報の正確性、完全性について弊社が保証するも

のではありません。当資料に掲載されている数値、図表は過去の実績を示したものであり、将来の運用成果および市場環境の

変動等を保証するものではありません。■当資料は投資家の皆様にエジプト市場のご理解を高めて頂くために作成した資料で

あり、証券取引法、投資信託及び投資法人に関する法律に基づく開示資料ではありません。また、特定ファンドの勧誘、販売

を目的としたものではありません。■当資料は本来の受信者の社内用途のためだけに提供されています。本資料のいかなる部

分も、弊社の事前の書面による同意を得ることなく、その内容の全部または一部を許可なく使用、発信、配布または複写する

ことを固く禁じます。 
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